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人と自然が織りなす ，輝くまち

町男女共同参画センター
「ものづくりの楽しさを味わおう！！」開催！

9 月 10 日に、中央公民館で町男女共同参画センターが、働きやすい職場づくりと男女共同参画を積
極的に推進している町内企業「キヤノンモールド株式会社」から講師を招き、男女共同参画社会の実現
に向けた啓発活動として、町内企業出前講座『「ものづくりの楽しさを味わおう！！」～仕事も育児もど
ちらも大事～』を開催しました。

この講座には、親子 11 組が参加し、さまざまな体験をとおして、ものづくりの楽しさや仕事と子育
ての両立について学びました。

▲ものづくり現場で働く
女性社員と懇談会

▲牛乳パックで
オリジナルこまを作ろう！

▲時間内にどれだけ多くの
ネジをネジ込めるか対決！

▲ネームプレート（金型）磨き体験
匠の技でぴかぴかに磨き上げよう！



防 災 行 政 無 線 で 放 送 さ れ た
内容は、下記フリーダイヤルの
電話番号から確認することがで
きます（通話料は無料です）。

☎0120ー131ー813

防災行政無線　　　
　　フリーダイヤル

あみメール登録　　
　　　お願いします
スマートフォン等で
t-ami@sg-m.jpまで空
メールを送信していただくか、
右記二次元コード
を読み取り、専用
サイトから登録し
てください。

人口と世帯
総人口　49,573 人 ( ＋ 80）
男　性　24,782 人 ( ＋ 48）
女　性　24,791 人 ( ＋ 32）
世帯数　21,339 世帯 ( ＋ 53）

9 月 1 日現在、常住人口ベース
※（　）内は前月比、総務課調べ

町 公 式 YouTube チ ャ ン ネ ル、
町公式 Twitter においても町の
情報を発信しています。

Twitter　YouTube
　　　 情報発信中！

▼Twitter ▼YouTube
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町公式ホームペー
ジ に お い て 町 の
情報を発信してい
ます。

町ホームページ　　
情報発信中！

今月の表紙
町男女共同参画センター（中央公民館 1 階）では、誰もが個性

と能力を発揮し、お互いに認
め合う「幸せのまちあみ」を目
指し、下記の活動を行ってい
ます。

▼男女共同参画に関する情
報の収集・提供▼男女共同参
画に関する活動・交流支援
▼男女共同参画に関する講座等の開催・情報紙等による啓発
活動など

ぜひご利用ください。詳しくは☎ 029-896-3181 までご連絡
ください。

▲町男女共同参画センターの皆さん

阿見町× SDGs 特集 vol.1

身近な SDGs 始めませんか？ ・・・ 3

第７次総合計画策定に向け

町民意向調査を実施しました ・・・ 4
ごみの減量・資源化につとめましょう
～５R の普及・推進
循環型社会形成に向けて私たちが実践できること～ ・・・ 9

インフルエンザ予防接種
費用を助成します ・・・15

いきいき学びの町 AMI

生涯学習フェスティバル ・・・18

主な内容
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持続可能な開発目標 SDGsについて
2015年 9月に国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に
て記載された2016年から 2030年までの国際目標です。持続可能な世界を実現するため
の17の目標・169のターゲットからなり、地球上の「誰一人として取り残さない」ことを誓っ
ています。このように、SDGs は地球規模の目標を掲げており、世界中のあらゆる人たちが
協力することで、その達成に近づくことができます。
まずは、SDGs という共通目標のもとお互いを受け入れ、同じ課題を持つ人と協力して取り
組んでみましょう。

阿見町×SDGs特集 vol.1
~身近な SDGs 始めませんか？~

政策企画課☎888-1111（216）

SDGs に関する情報は町ホームページ
「SDGs17 の目標　私たちにできること」でご案内しています。

右の二次元コードからご覧ください。

ご存じでしたか？身近なSDGs！

町ではNPO法人フードバンク茨城の活動に賛同し、阿見町総合保健福祉会館
『さわやかセンター』1階ロビーに「きずなBOX」を設置しています。社会的支援
を必要とする生活困窮者や福祉施設等に食の支援を行っています。
皆さまのご協力をよろしくお願いします。
▼寄付できる食品の例：缶詰、レトルト食品、インスタント食品
　※常温管理できるもので未開封、賞味期限が2ヶ月以上残っているものをお願い

します。なお、生鮮食品は受付できませんので、ご了承ください ⇒　フードバンク茨城検索

町ではNPO法人フードバンク茨城の活動に賛同し、阿見町総合保健福祉会館

民間の取り組み「きずな BOX」のご紹介

身近なSDGs 今回は、17の目標のうち、1～ 4を紹介

・農業体験を通じて、野菜作りの大
変さを知る

・献立を決めてから買い物へ行く
ようにする

・食品を購入する時は棚の手前から
取るようにする

・「訳あり野菜」を買ってフードロスを減らす
・食べきれない生鮮品や残り物は早めに冷凍する

目標 2：飢餓をゼロに
・「きずなBOX」へ余った食品など
を寄付する

・ボランティア活動などへ積極的に
参加する

・被災者等を支援している団体へ
募金する（日本赤十字社茨城県支
部阿見町分区）

・世界の貧困や格差の問題について調べる

目標 1：貧困をなくそう

目標 4：質の高い教育をみんなに
・インターネット等で世界教育の現
状を知る

・さまざまなジャンルの書物を読む
・色々な国の言語について学ぶ
・将来働きたい職業や職場について
調べる

・町の教育関連イベントへ参加する

・人間ドック、健康診断を定期的に
受ける

・予防接種を受け、感染症対策をする
・タバコやアルコールの摂取を控える
・近場への移動は徒歩か自転車で行
くようにする

・帰宅後は手洗いうがいを忘れずにする

目標 3：すべての人に健康と福祉を



充
実
を
重
視
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
特
徴

が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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第７次　　　　　策定に向け

町民意向調査を実施しました
合 画

総 計

自
由
記
述
と
し
て
ご
記
入
い
た

だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
は
、
行
政

運
営
全
般
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

報
告
書
は
町
第
７
次
総
合
計
画

特
設
サ
イ
ト
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
現
状
の
満
足
度
が
高
く
今
後
の
重

要
度
も
高
い
施
策

【
消
防・
救
急
体
制
の
充
実
】【
医

療
福
祉
の
充
実
】【
学
校
教
育
の
充

実
】【
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
と
安

全
対
策
】
な
ど
で
、
一
層
の
充
実
が

必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
現
状
の
満
足
度
が
低
く
今
後
の
重

要
度
が
高
い
施
策

【
交
通
体
系・
公
共
交
通
の
充
実
】

（
今
後
の
重
要
度
11
位：平
均
３・78
）

【
障
害
者
福
祉
の
充
実
】（
今
後
の
重

要
度
13
位：平
均
３
・75
）な
ど
で
、【交

通
体
系・
公
共
交
通
の
充
実
】
は
女

性
や
高
齢
世
代
だ
け
で
は
な
く
若
い

世
代
で
も
評
価
が
低
く
、
今
後
も
あ

ら
ゆ
る
世
代
の
移
動
手
段
の
確
保
や

改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
現
状
の
満
足
度
が
低
く
今
後
の
重

要
度
も
低
い
施
策

【
観
光
の
振
興
】で
、
生
活
面
の

10 月 1 日より公開
阿見町第７次総合計画特設サイト

（https://www.ami-sogo7.com）

右記二次元コードまたは、上記アドレス
からご覧ください。

主な施策の上位

順位 現状の満足度 平均 今後の重要度 平均

1 【消防・救急体制の充実】 3.40【医療福祉の充実】 4.11

2 【医療福祉の充実】 3.33【防犯対策の推進】 4.00

3 【幼児教育の充実】 3.26【消防・救急体制の充実】 3.99

4 【学校教育の充実】 3.22【学校教育の充実】 3.98

5 【児童生徒の健康管理と安全
対策】 3.21【児童生徒の健康管理と安全

対策】 3.97

主な施策の下位

順位 現状の満足度 平均 今後の重要度 平均

24【コミュニティ活動の充実】2.80【生涯にわたって学べる環
境づくり】 3.51

25【情報化の推進】 2.79【産学官連携】 3.48

26【農業の振興】 2.74【町民参加の推進】 3.41

27【交通体系・公共交通の充実】2.38【観光の振興】 3.30

28【観光の振興】 2.36【コミュニティ活動の充実】 3.27

こ
の
調
査
は
、
令
和
元
年
度
以

降
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
町
政
運

営
の
指
針
と
な
る「
阿
見
町
第
６
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
の
策

定
後
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
第
７
次
総
合
計
画
の
策
定
に

向
け
て
、
町
民
意
向
を
分
析
し
、
今

後
の
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

す
る
た
め
、
18
歳
以
上
の
町
民
の
皆

さ
ま
の
う
ち
、
３
０
０
０
人
を
無
作

為
に
抽
出
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

45・５
％（
１
３
６
５
人
）と
い
う

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
回
答
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
あ
ら
た
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
在
の
第
６
次
総
合
計
画
で
進

め
て
き
た
主
な
施
策
に
つ
い
て
、

現
状
の
満
足
度
と
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
重
要
度
を
聞
き
ま

し
た
。

回
答
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に
つ
い

て「
５：高
い
」「
４：や
や
高
い
」「
３：

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」「
２
：
や
や

低
い
」「
１
：
低
い
」
の
５
段
階
で
評

価
し
て
も
ら
い
、
評
価
の
平
均
を
集

計
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
に
つ
い
て



問い合わせ　財政課行政改革推進係☎888−1111（222）
　　メール：zaiseika-ofc@town.ami.lg.jp

行政改革行政改革をを
進めています進めています

町
で
は
、
平
成
30
年
度
に

策
定
し
た
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
き
、
令
和
元
年
度
か
ら
5

年
度
ま
で
の
5
ヶ
年
計
画
で
行
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
令
和
3
年
度
の
取

り
組
み
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

主
な
内
容
を
一
部
抜
粋
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

❶
財
政
硬
直
化
の
改
善

将
来
に
わ
た
っ
て
時
代
に
合
わ

せ
た
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
財
政
硬
直
化
を
改
善
す
る

た
め
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
図

り
、
固
定
的
な
経
費
を
削
減
す
る

と
と
も
に
、
税
や
料
金
な
ど
の
財

源
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地

方
公
営
企
業
お
よ
び
特
別
会
計
の

自
立
し
た
経
営
を
推
進
し
、
一
般

会
計
に
お
け
る
繰
出
金
の
抑
制
を

図
り
ま
す
。

●
事
務
事
業
の
見
直
し

▼
外
部
評
価
に
よ
る
事
務
事
業
の

見
直
し
：
行
政
改
革
推
進
委
員

会
に
お
い
て
8
事
業
の
外
部
評

価
を
行
い
ま
し
た

▼
入
札・契
約
方
法
の
見
直
し：
物

品
調
達
等
指
名
停
止
要
綱
の
制

定
、
現
場
代
理
人
緩
和
要
綱
の

一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た

●
財
源
の
確
保

▼
町
税
収
納
率
向
上
：
差
押
な
ど

の
取
り
組
み
に
よ
り
前
年
度
の

97
・
2
％
を
上
回
り
、
97
・
5
％

と
な
り
ま
し
た

▼
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
：
令
和

3
年
度
末
の
返
礼
品
数
1
7
2

品
、
寄
附
件
数
5
5
2
8
件
、

寄
附
金
額
7
1
2
9
万
7
9
2

円（
う
ち
、
阿
見
町
人
材
育
成

基
金
2
2
7
万
円
）

●
特
別
会
計
の
自
立
し
た
経
営
の

推
進

▼
特
定
保
健
指
導
実
施
率
の

向
上
：
阿
見
町
国
民
健
康
保
険

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
お
よ
び

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
に

基
づ
き
、
特
定
保
健
指
導
を

実
施
し
ま
し
た

❷
将
来
を
見
据
え
た
資
産
の

管
理
と
組
織
の
効
率
化

将
来
の
町
民
に
負
担
を
残
さ
ぬ

よ
う
、
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
、

基
金
、
町
債
な
ど
の
資
産
を
長
期

的
な
視
点
で
管
理
し
ま
す
。ま
た
、

将
来
を
見
据
え
組
織
の
効
率
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、
人
材
育
成
を

進
め
職
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
向

上
を
図
り
ま
す
。

●
資
産
の
計
画
的
な
管
理

▼
公
共
施
設
の
長
寿
命
化：
各
施
設

の
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、

「
阿
見
町
公
共
建
築
物
中
長
期
保

全
計
画
」を
策
定
し
、
計
画
的
に

修
繕
を
行
い
ま
し
た

●
組
織
の
効
率
化
と
人
材
育
成

▼
組
織
機
構
お
よ
び
事
務
分
掌
の

見
直
し
：
課
等
の
配
置
を
見
直

す
な
ど
、
事
業
の
実
施
体
制
を

整
え
る
た
め
に
組
織
機
構
・

事
務
分
掌
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
た

▼
研
修
お
よ
び
自
己
啓
発
制
度
の

充
実
：
階
層
別
研
修
は
県
自
治

研
修
所
、
稲
敷
広
域
研
修
派
遣

等
を
実
施
。
特
別
研
修
は
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
、
事
務
ミ

ス
防
止
研
修
、
公
務
員
倫
理
・

服
務
研
修
等
を
実
施
し
ま
し
た

❸
町
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進

町
民
と
行
政
が
協
力
し
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
町
民
参

画
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
の
団
体
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
支
援
を
行

い
ま
す
。

●
町
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
育
成・
支
援
：
市
民
活
動
支

援
補
助
金
に
5
事
業
を
認
定

し
ま
し
、
市
民
活
動
団
体
を

対
象
と
し
た
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
令
和
3
年
度
末
時

点
で
の
町
民
活
動
セ
ン
タ
ー

登
録
法
人
16
法
人
、
市
民
活

動
団
体
1
0
7
団
体

▼
協
働
事
業
提
案
制
度
の
実
施：

令
和
2
年
度
末
に
、
協
働
事
業

へ
の
移
行
が
整
っ
た
放
課
後

子
ど
も
教
室
事
業
を
4
月
か
ら

実
施
し
ま
し
た

▼
災
害
時
応
援
協
定
の
拡
充
：
4

つ
の
民
間
企
業
・
団
体
と
災
害

時
に
お
け
る
支
援
協
力
に
関
す

る
協
定
、
物
資
の
調
達
供
給
及

び
停
電
復
旧
に
関
す
る
協
定
の

締
結
を
行
い
ま
し
た

「
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

財政硬直化とは

歳出の中で固定的な経費の
割合が高くなっている状態

固定的な
経費

新規事業
など
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固定資産税（土地・家屋・償却資産）
に係る調査を行っています

税務課固定資産税係☎888ー1111（153～ 155・703）

固
定
資
産

固定資産課税台帳（以下、台帳といいます）の登録内容と現況を照合し、土地については、台帳に登録され
た課税地目からの現況用途の変更状況について調査を行います。家屋については、台帳に登録されていない
新築・増築・用途変更や取壊し等の調査を行います。調査により把握した情報をもとに台帳を更新します。

■調査の流れ
❶台帳情報と現況に不一致の可能性があった場合、税務課職員が現地を訪問します
❷路上から外観目視により調査します。この時点で調査が終了すれば❸❹の手順は省略します
❸敷地内での調査が必要な場合はお声掛けします。不在等の場合には、後日調査に伺う旨を通知します
❹実測等の調査を行います。原則、お立会いは不要です。ただし、所有者や建築年等についてお話しを

お聞きすることや、内部調査が必要な場合はお立会いをお願いすることがあります
❺調査の結果、必要に応じて台帳の内容を更新します（これにより、固定資産税額が変更となる場合があります）

固定資産税上の『家屋』とは？
屋根があり、外壁・シャッター等で 3 方向以上が囲われており、基礎などで物理的に土地に固着し

ていれば、課税対象の『家屋』にあたります。
なお、店舗・事務所・車庫・物置など、どのような建物でも『家屋』としての要件を満たしていれば

課税されます。また、床面積は判断の要件ではありませんので、床面積が小さくても、上記の要件を
満たす建物は課税対象になります（10 ㎡以下で建築確認が不要とされる増築などでも課税されます）。

税務課では、空中写真等の情報を活用し固定資産税（土地・家屋・償却資産）に係る調査を随時行っています。
この調査は、公正かつ適正な課税を目指すために行うものです。調査には、名札および固定資産評価補助員を
証する身分証明書を携行した税務課職員が伺いますので、お伺いの際はご協力をよろしくお願いします。

なお、所有者から連絡をいただくことで、より迅速に調査に伺うことが可能になりますので、土地の用途変
更や、家屋の新築・増築・用途変更・取壊し等を行ったときは、税務課へご連絡をお願いします。

償却資産は土地・家屋と異なり、所有者から所有する償却資産についての申告を受け、その申告内容をもとに課税
することとされており、償却資産の所有者は毎年１月１日現在における状況について申告する義務を負います。今
年新たに町内で事業を始められた個人・法人や、すでに事業を始めていて償却資産を所有しているものの未申告であ
る個人・法人に対しては、申告期限前に償却資産申告の用紙を郵送しますので、お電話などによりご連絡ください。

償却資産を所有していると思われる個人・法人が申告していない場合、または申告しているが申告内容に
不明点等がある場合には、国税申告資料や固定資産台帳等の内容を確認する実地調査を行うことがあります。
調査に際しては事前にご連絡しますので、ご協力をよろしくお願いします。

『償却資産』とは？
償却資産とは、土地および家屋以外の事業の用に供することができる資産を基本的に指します。

「事業」とは、一定の目的のために、一定の行為を継続的・反復的に行うことをいい、必ずしも営利
または収益を得ることが目的である必要はありません。

そのため、「個人が住宅の屋根に設置した太陽光発電設備」や「アパート等の貸付を行っている場合
の駐車場アスファルト舗装や植栽等外構工事」、「会社等が社員の利用に供する福利厚生施設」も事業
の用に供することができる資産に含まれる場合があります。

土地・家屋に係る調査について

償却資産（事業用資産）に係る調査について

広報あみ 10 月号通常版 2022.9.30　6



町民活動課男女共同参画室☎888ー1111（271）

このマークは男女共同参
画社会のシンボルマーク
です

―だれもが輝く社会づくり―

全ての人が
自分らしく生きるために
全ての人が
自分らしく生きるために

7 広報あみ 10 月号通常版 2022.9.30

男女共同参画週間パネル展を開催しました！
国の「男女共同参画週間」に合わせ、6 月 23 日から 29 日まで、「性別による無意識の思い込み

（アンコンシャス・バイアス）」をテーマに、中央公民館１階ホールでパネル展を開催しました。
また、会場ではシールアンケートを実施し、368 人にご協力をいただきました。

国の「女性に対する暴力をなくす運動」にあわせ、11月 16日（水）から 27日（日）までパネル
展「パートナー等に対する暴力の撲滅」を、中央公民館1階ロビーにて開催します。皆さまの
ご来場をお待ちしています。

次回男女共同参画センターパネル展のお知らせ

●シールアンケート結果抜粋
Q.あなたは「現在の日本」において男女の地位が「平等」になっていると思いますか？
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安全・安心な生活のために

安全・安心な生活のために、防犯意識・防犯対策を欠かすことはできません。常日ごろから防犯意識をもって、
その予防・対策に取り組み、皆さんで犯罪のないまちづくりを実現しましょう。

町には、行政区や PTA等により組織された防犯ボランティア団体があり、その活動は『子ども・地域の
見守り』『地域の犯罪抑止』『地域の防犯意識の向上』等に大変大きく貢献しています。
泥棒が犯行をあきらめる理由に『近所の人に見られた、声をかけられた』などが挙げられています。犯罪者は、

地域の人たちから声をかけられることを非常に嫌います。「おはようございます」や「こんばんは」と
いったあいさつだけでも十分です。ぜひ、皆さんの活動によって安全・安心な地域社会を築いていきましょう。

■防犯パトロールの方法
防犯パトロールは「危険が伴うのでは」や「見
守りの責任がある」といった考えから、重たい
イメージをもたれる人も多いと思いますが、
次のようなイメージで長期的かつ継続的に
取り組むことが大切です。
▼気楽に！ 気負わずに日常生活の一部とし
て気楽にやりましょう

▼気長に！ 短期間でパトロール効果は表れま
せん。気長に続ければ、防犯の輪が広がり犯
罪の起こりにくい環境が醸成されていきます

▼危険なく！　事故や怪我をしてはパトロー
ルを継続することが難しくなってしまいま
す。危険なことをする必要はありません

生活環境課☎888ー1111（253・713）

全国地域安全運動期間
10月 11日（火）～ 20日（木）の 10日間

■防犯ボランティア団体の立ち上げ方
行政区・PTA・会社等で、防犯ボランティア団体を結成する場合には、『団体のリーダー』
『パトロール方法』『団体の規約』等を生活環境課へご相談のうえ申請をしてください。

■地域防犯活動支援事業
町へ防犯ボランティア団体の登録をしていただければ、
『阿見町地域防犯活動支援事業要綱』に基づき、下表の
物的支援を受けることができます。

■青色防犯パトロール
町へボランティア団体の登録をし、青色防犯パトロール実施者証を取得し
た団体には、町の青色防犯パトロール専用車両の貸し出しを行っています。
平日を基本に貸し出しを行っていますので積極的にご利用ください（休日
の貸し出しも可能です）。詳細は町生活環境課までお問い合わせください。

活動用品 1 組織に支援する数量
反射腕章・防犯ベスト 20 枚まで
反射タスキ・のぼり旗用ポール 20 本まで
車両用マグネットステッカー 10 枚まで
のぼり旗 40 旗まで
手旗 10 旗まで
防犯キャップ 20 個まで
合図灯 10 灯まで

防犯ボランティア団体募集中！

広報あみ 10 月号通常版 2022.9.30　8
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ごみの減量・資源化につとめましょう
～５R の普及・推進

循環型社会形成に向けて私たちが実践できること～
生活環境課☎888ー1111（251）

5R とは、ごみを減らすための行動を R で表した言葉です。ごみを減らすために、みなさんに
よる日ごろからの心がけが必要です。５R の意味を覚えて、実践していきましょう！

5R（ゴアール）とは

■リフューズ　不要なものは受け取らない
▼マイボトルやマイ箸などのマイ容器

を使う
▼過剰包装は断る
▼試供品など不要なものは断る

■リデュース　ごみになるものを減らそう
▼必要なものを必要なだけ買う
▼詰め替え製品を活用する
▼レンタル品の利用を考える
▼コンポストで生ごみを堆肥化する
▼ポイ捨てをやめる
▼食べ残しをなくす

■リユース　繰り返し使おう
▼リサイクルショップ、フリーマーケッ

ト、バザーを利用する
▼繰り返し使える容器を利用する

■リペア　修理する
▼修理して長く使う

■リサイクル　資源として使おう
▼資源となるものを正しく分別し、回収

場所に出す
▼菓子箱や包装紙は雑紙として出す

※使用済み天ぷら油は、毎年 5 月と
11 月に回収事業を行っています。
リサイクルにつながるので回収事
業を活用しましょう

町のごみ排出量の現状（令和 2 年度）
■ごみの排出量

▼燃えるごみ　15,556 トン
▼燃えないごみ　  558 トン
▼資源ごみ　　 1,637 トン
▼粗大ごみ　　　 903 トン

合計　　　　 18,654 トン
（1.068 キロ／人）
県内で 10 番目に量が多い

▼ごみの分別・
ごみの出し
方について



❶

申
請

❷

要介護認定

認
定
調
査

主
治
医
の
意
見
書

審
査
会
の
判
定

❸

認
定
結
果
通
知

❹

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー・居
宅
介
護
支

援
事
業
所
へ
の
依
頼

❺

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成

❻

サ
ー
ビ
ス
の
開
始

❶
申
請

在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
に
は
要
介
護
認
定
の
申
請

が
必
要
で
す
。
高
齢
福
祉
課
の
窓

口
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

本
人
や
家
族
が
申
請
に
行
け
な
い

場
合
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
な
ど
に

申
請
を
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
65
歳
以
上
の
人
は
、

介
護
や
日
常
生
活
の
支
援
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
、
ど
な
た
で
も
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
40

〜
64
歳
の
人
は
「
特
定
疾
病
（
16

種
類
）」
に
よ
り
介
護
や
支
援
が
必

要
と
な
っ
た
人
が
対
象
で
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
介
護
保
険
要
介
護・
要
支
援
認

定
申
請
書
：
高
齢
福
祉
課
の
窓

口
に
あ
り
ま
す

▼
介
護
保
険
被
保
険
者
証
：
65
歳

以
上
の
人

▼
健
康
保
険
被
保
険
者
証

▼
身
分
証
明
書
：
窓
口
に
来
ら
れ

る
人
と
本
人
の
身
分
が
証
明
で

き
る
も
の

※
申
請
書
に
は
本
人
の
氏
名
や
生

年
月
日
な
ど
の
ほ
か
に
、
意
見

書
を
依
頼
す
る
主
治
医
（
か
か
り

つ
け
医
）
の
氏
名
、
医
療
機
関
名

を
記
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
事
前
に
ご
確
認
の

う
え
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

❷
要
介
護
認
定

●
認
定
調
査
：
町
の
調
査
員
が
自

宅
を
訪
問
し
、
心
身
や
生
活
状

況
に
つ
い
て
、
74
項
目
の
調
査

を
行
い
ま
す
。
調
査
に
は
本
人

の
ほ
か
家
族
に
も
立
ち
会
い
を

お
願
い
し
て
い
ま
す

※
調
査
の
主
な
内
容
は
、
▼
ベ
ッ

ド
・
布
団
か
ら
起
き
上
が
れ
ま

す
か
？

▼
1
人
で
買
い
物
に

行
け
ま
す
か
？
な
ど

●
主
治
医
の
意
見
書
：
申
請
書
に

介
護

保
険

介護保険のサービス
を利用するには？

ご利用ください！　介護保険

日
常
生
活
に
不
自
由
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

在
宅
で
利
用
し
た
い
と
き
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
手
順
を
ご
説
明
し
ま
す
。

ご
記
入
い
た
だ
い
た
主
治
医

（
か
か
り
つ
け
医
）に
町
が
依
頼

し
、
心
身
の
状
態
や
生
活
機
能

に
つ
い
て
意
見
書
を
書
い
て
も

ら
い
ま
す

●
審
査
判
定：
認
定
調
査
の
内
容
と

主
治
医
意
見
書
を
も
と
に
、
保

健
・
福
祉
・
医
療
の
専
門
家
に
よ

る
『
介
護
認
定
審
査
会
』
に
お
い

て
介
護
の
手
間
の
か
か
り
具
合

や
、
状
態
の
維
持
・
改
善
の
可
能

性
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
7

段
階
の
要
介
護
状
態
区
分
（
要

支
援
1
・
2
、
要
介
護
1
〜
5
）、

ま
た
は
非
該
当
の
い
ず
れ
か
に

判
定
し
ま
す

❸
認
定
結
果
通
知

認
定
結
果
を
郵
送
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
申
請
日

か
ら
30
日
以
内
に
届
き
ま
す
。

❹
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー・

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
へ

の
依
頼

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
在
宅

で
受
け
る
た
め
に
は
、
事
前
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
要
支
援
1
・
2

の
人
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
、
要
介
護
1
〜
5
の
人
は
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
に
連
絡
し
、
サ

ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の

作
成
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
な
ど
の

各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
一
覧

は
、
高
齢
福
祉
課
の
窓
口
に
て

配
布
し
て
い
ま
す

❺
サ
ー
ビ
ス
計
画（
ケ
ア
プ

ラ
ン
）作
成

『
ど
の
よ
う
な
目
的
で
ど
ん
な

サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す

る
か
』
と
い
う
計
画
で
す
。
こ
の

計
画
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
は
介
護
の
知
識
を

幅
広
く
も
っ
た
専
門
家
で
あ
る
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
本
人
や
家
族
と

の
面
接
・
課
題
分
析
・
サ
ー
ビ
ス
担

当
者
会
議
等
を
行
い
な
が
ら
作
成

し
ま
す
。
作
成
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン

は
本
人
の
同
意
を
得
て
決
定
さ
れ

ま
す
。
計
画
の
相
談
や
作
成
に
つ

い
て
の
利
用
者
の
費
用
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。

❻
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
は
、
❺
で
作
成
し
た
ケ

ア
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
1
割
〜
3
割

が
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
要
介
護・要
支
援
認
定
者
に
は
、

利
用
者
負
担
の
割
合
が
記
載
さ

れ
て
い
る『
介
護
保
険
負
担
割

合
証
』が
交
付
さ
れ
ま
す

利
用
ま
で
の
手
順

高齢福祉課介護支援係☎888ー1111（141・753）
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阿見町シルバー人材センター
に入会しませんか？

高齢福祉課☎888ー1111（142）

阿見町シルバー人材センターは、法律に基づき平成 3 年 4 月に設立し、町総合保健福祉会館の別館に事務所を
設け、企業や家庭、公共団体などから臨時的、短期的または軽易な仕事を引き受けます。「自主・自立、共働・
共助」を理念とし、地域の高年齢者に働く機会と生きがいを提供しています。令和 4 年 8 月 1 日現在、333
人の会員が、サポーター（賛助会員 29 事業所）とともに活動をし、地域社会の発展と活性化に貢献しています。

阿見町シルバー人材センターとは

一般家庭では
▼植木の手入れ▼草刈り・草取り▼襖・障子貼り・
網戸張替え▼農作業▼大工作業▼花の水やり▼電球
交換▼独自事業（人形制作販売）▼空き家見守り
サービス（町ふるさと応援寄附返礼品）など

企業、公共団体では
▼植木の手入れ▼草刈り▼受付▼オペレーター
▼文書配達▼清掃▼不法投棄回収▼給食運搬▼違反
広告物撤去▼駐車場案内▼灯油販売補助▼切り花
補助▼部品の入出庫▼カート回収▼部品や商品包装
▼倉庫内整理▼内職▼洗車▼イベント準備・片付けなど

こんな仕事をしています

❶町にお住まいでおおむね 60 歳以上
❷健康で働くことを通し、社会参加することに意欲がある
❸副収入を得る程度の仕事を考えている
❹シルバーの理念に賛同し、会員相互に協力し助け

合い就業できる

❺入会説明会を受講しシルバーの趣旨、目的を理解した
（入会承認制）

❻年会費（2,000 円）を納入していただける
❼ボランティア活動に参加していただける

会員募集中‼ 
高年齢者の皆さん、あなたの知識や経験、技能を地域のなかで役立ててみませんか？
※下記❶～❼のすべてに該当する人が対象です

「生涯現役」いつまでも元気で働いていたい！
会員の一人は、健康に過ごす秘訣として「きょう

よう」、「きょういく」、「ちょきん」を実践しています。
意味は、「今日、する用事がある」、「今日、行くとこ
ろがある」、「お金も大事だけれど、元気な体のため
に筋力を貯めること」です。これを実践していく
ことで「生涯現役」を目指しています。

会員たちは、現役時代より肉体的な衰えはありま
すが、経験や知恵があること、また、働くことで
規則正しい生活になり、健康維持にも一役買って
いることなどが言えます。

シルバー会員は、コロナ禍のなかでも一人ひとり
が「安全就業」を最優先し、防止策を講じながら、
明るく元気に頑張っています！　まだ入会を躊躇

されている町内の高年齢者の皆さん、入会説明会に
一度参加してみませんか？

見せましょう、「高年齢者の底ヂカラ」を !

問公益社団法人阿見町シルバー人材センター事務局
　※受付時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
（土・日・祝日を除く）☎888-2036■840-2486
　■https://webc.sjc.ne.jp/ami/ Eami@sjc.ne.jp
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Q. 食べ物が飲み込めず口にためこんでしまうので心配です。
　　　どうしたら上手に食べられるようになりますか？ 

固いものや苦手な食べ物などは噛んでも口の中に残りやす
く、なかなか飲み込めないということがありますね。食材は、
子どもの年齢や成長に合わせて食べやすい大きさにカットした
り、やわらかく調理したりしてみてはいかがでしょうか。食べ
るものによってはとろみをつけると食べやすくなります。特に
口に残りやすいものは一口の量を調節して「ごっくんしたら、
次食べようね」などと声をかけながら、よく噛んでゆっくり食
べることを心がけましょう。

また、食事の際には汁物やお茶などの水分も一緒に準備しておくと良いと思います。楽しい雰囲気
の中で親子一緒に食べる時間を大切にしていきたいですね。

Q. 砂場遊びをする時にはどんなことに気をつけたら良いでしょうか？
砂場遊びは、子どもが夢中になる遊びの一つですね。まず、

砂場で遊ぶ前には砂のチェックをしてあげましょう。砂場には
割れたおもちゃの破片や小さなゴミなどが落ちていることもあ
ります。子どもが遊んでいる最中に触ってケガをしないように
気をつけたいですね。

また、砂のついた手で口の周りを触ってしまったり、目をこ
すったりすることがあるかもしれません。砂場で遊ぶときは子
どもと一緒に遊びながら、手指の動きが確認できるようにしま
しょう。そして、砂遊びが終わった後はしっかり手を洗いましょう。天候の良い日には、親子で気持
ちよく砂場遊びを楽しめるといいですね。

保育所でのひとコマ

みなさん、こんにちは。
さわやかな風が心地よく、過ごしやすい季節となりました。
虫の声や木々の色づきにますます秋の深まりを感じます。
今回の子育てシリーズは『子どもの生活と遊び Q&A』に
ついてご紹介します。

各保育所・保育園についての問い合わせ：子ども家庭課☎888 ー 1111（119）



国保年金課国保係☎888ー1111（131～ 133）

国保
国保税

納めて安心
わが家の健康

医療費の適正化にご協力を！
柔道整復師（整骨院・接骨院）

の正しいかかり方
柔道整復師（整骨院・接骨院）の施術を受けるときは、国民健康保険が「適用される場合」と「適用さ

れない場合」があります。柔道整復師へのかかり方を正しくご理解していただいたうえで、適正な施術
を受けていただきますようお願いします。
※病院などの保険医療機関での「治療」と区別するため、柔道整復師では「施術」の表現が用いられています

■国民健康保険が適用される場合（保険証が使えます）
▼外傷性の骨折・脱臼・打撲および捻挫に対する施術
※骨折および脱臼については、応急手当をする場合を除き、あらかじめ医師の同意を得ることが必要です

■国民健康保険が適用されない場合（保険証が使えません）
次のような施術は保険の対象とならないため、施術費用全額が自己負担となります。
▼日常生活による疲労・肩こり・腰痛など　　　　　▼スポーツによる筋肉疲労
▼脳疾患後遺症などの慢性病　　　　　　　　　　▼症状の改善がみられない長期の施術
▼マッサージ代わりの利用　　　　　　　　　　　▼病院や診療所などで同じ負傷等を治療中のもの
▼労災保険が適用となる仕事中や通勤途上での負傷

施術を受けるときの注意
■負傷の原因を正確に伝えましょう

外傷性の負傷でない場合や労災保険が適用される負傷の場合、国民健康保険は使えません。負傷の
原因を正確に伝え、保険証が使えるかどうかをご確認ください。また、交通事故などによる第三者行
為に該当する場合は、国保年金課に届出が必要です。

■療養費支給申請書の内容をよく確認して署名または捺印をしましょう
多くの整骨院などでは、柔道整復師が患者本人に代わり保険者に請求を行う

「受領委任払い」の方法をとっています。施術を受けたときは、療養費支給申請書の
受取代理人欄（住所・氏名・委任年月日）に、原則患者の自筆による記入が必要です。
署名または捺印をする際は「負傷原因・負傷名・日数・金額」をよく確認をしてください。

■領収証は必ず受け取りましょう
領収証は無料で発行することが義務付けられています。医療費控除を受ける際にも必要になります

ので、大切に保管してください。

施術内容についてお尋ねすることがあります
施術日や施術内容などについて照会させていただく場合があります。柔道整復師にかかったときは、

負傷部位・施術内容・施術年月日の記録・領収書などを保管し、照会がありましたら、ご自身で回答でき
るようにご協力をお願いします。
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※
障
害
認
定
日
：
原
則
と
し
て
病

気
や
け
が
に
よ
り
、
初
め
て
医

師
の
診
療
を
受
け
た
日
か
ら
1

年
6
か
月
を
経
過
し
た
日
。
ま

た
は
、
1
年
6
か
月
以
内
に
症

状
が
固
定
し
た
日

●
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る

場
合

20
歳
に
達
し
た
と
き
、
❸
の
要

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
障
害
基

礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
本

人
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
（
左

表『
20
歳
前
に
障
害
と
な
っ
た
場

合
の
所
得
制
限
』参
照
）。

■
年
金
額（
4
月
1
日
改
定
）

▼
一
級
障
害：
97
万
2
2
5
0
円

▼
二
級
障
害：
77
万
7
8
0
0
円

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

る
子
（
18
歳
に
到
達
す
る
年
度
末

ま
で
の
子
、
1
・
2
級
の
障
害
の

あ
る
20
歳
未
満
の
子
）
が
あ
る
と

き
に
は
、
年
金
の
額
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

●
年
金
の
加
算
額

加
算
対
象
の
子
が
ー

▼
2
人
目
ま
で（
1
人
に
つ
き
）：

22
万
3
8
0
0
円

▼
3
人
目
以
降（
1
人
に
つ
き
）：

7
万
4
6
0
0
円

■
年
金
が
受
け
ら
れ
る
要
件

❶
初
診
日
（
病
気
や
け
が
で
初
め

て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日
）

に
お
い
て
国
民
年
金
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
は
、
国

民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
こ
と

❷
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
の
被

保
険
者
期
間
の
う
ち
、
3
分

の
2
以
上
の
保
険
料
を
納
め

た
期
間
（
保
険
料
免
除
期
間
、

納
付
猶
予
期
間
、
学
生
納
付

特
例
期
間
を
含
む
）
が
あ
る

こ
と
。
ま
た
は
、
初
診
日
が

属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
直

近
の
1
年
間
に
、
保
険
料
の
未

納
期
間
が
な
い
こ
と

※
4
分
の
1
納
付
・
2
分
の
1
納

付
・
4
分
の
3
納
付
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
一
部
納
付
額

を
納
め
な
い
と
未
納
期
間
扱
い

と
な
り
ま
す

❸
障
害
認
定
日
に
、
政
令
で
定

め
ら
れ
て
い
る
障
害
等
級
表

の
1
級
ま
た
は
2
級
の
状
態

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た

は
、
障
害
認
定
日
（
※
）
に
該

当
し
な
か
っ
た
人
が
、
65
歳

に
な
る
日
の
前
日
ま
で
に
該

当
す
る
よ
う
に
な
り
、
請
求

し
た
と
き

障害基礎年金
国民年金加入中に、病気やけがで障害が残ったときや、
20 歳前の事故や疾病等で障害認定日に政令で定められ
ている障害（国民年金の障害等級の 1・2 級）の状態に
なった場合に障害基礎年金が支給されます。

もしも、病気やけがで障害が残ったら… 国
金民
年

● 20 歳前に障害となった場合の所得制限

※老人扶養・特定扶養親族等がいるときは、別の基準となります

扶養人数 0 人 1 人 1 人増すごとに
本人所得
一部停止 3,704,000 円 4,084,000 円

380,000 円
本人所得
全部停止 4,721,000 円 5,101,000 円

■国民年金保険料免除等の申請について
保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不
慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎年金を受
けられない場合があります。
経済的な理由・失業などの理由により保険料を納付するこ
とが困難な場合は、保険料の納付が免除・猶予となる「保険
料免除制度」や「納付猶予制度（50 歳未満）」がありますので、
詳しくは、町国保年金課、または年金事務所にご相談くだ
さい。

■問い合わせ
▼国保年金課☎888 ー 1111（136・137）
▼土浦年金事務所お客様相談室☎825ー1170

日本年金機構から

国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）
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インフルエンザ予防接種費用
　　　　　　を助成します
健康づくり課保健予防第一係（総合保健福祉会館内）☎888ー2940

町では、町内在住の、生後 6 か月から中学 3 年生までの人、65 歳以上の人、および 60 歳以上 65
歳未満の特定の人が、インフルエンザ予防接種を受けた場合の接種費用の一部を助成します。

インフルエンザの症状は、高熱・頭痛・関節痛・筋肉痛などが突然現れ、かぜに比べて全身症状が強い
のが特徴です。また、新型コロナウイルス感染症も発熱や頭痛などかぜのような症状を呈するため、
症状だけでは区別がつきません。インフルエンザは予防接種により発病や重症化を防ぐ効果があると
されているため、流行前に予防接種を受けておくとともに、うがい・手洗い・マスクの使用などの予防
法と併せて積極的な予防を心がけましょう。

▼助成対象：10 月 1 日時点で生後 6 か月～中学 3 年生までの人
▼接種期間：10 月 1 日（土）～12 月 31 日（土）
▼助成金額：❶生後 6 か月～13 歳未満：助成回数 2 回 、1 回につき 1,000 円

❷13 歳以上：助成回数 1 回 1,000 円　※❶❷助成額を超えた差額は自己負担となります
▼接種方法：インフルエンザ予防接種予診票（9 月下旬発送）、母子健康手帳を協力医療機関に持参し、

接種を受けます

小児インフルエンザ予防接種

▼助成対象：❶ 9 月 30 日時点で 65 歳以上の人
❷ 10 月 1 日から 12 月 31 日の間に 65 歳を迎える人
❸60 歳以上 65 歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器疾患・ヒト免疫不全ウイルスによる疾患で

身体障害者手帳 1 級を取得している人
▼接種期間：10 月 1 日（土）～12 月 31 日（土）

▼ 10 月1日（土）～11 月 30 日（水）に 65 歳を迎える人は誕生日～ 12 月 31 日（土）
▼ 12 月1日（木）～12 月 31 日（土））に 65 歳を迎える人は誕生日～令和 5 年 1 月 31 日（火）

▼助成金額：1 回 2,000 円（接種 1 回分のみで、助成額を超えた場合の差額は自己負担となります）
※生活保護を受給されている人は自己負担が免除となりますので、必ず接種を受ける前に    
　健康づくり課あてにご連絡ください。免除券を発行します

▼接種方法：インフルエンザ予防接種予診票を協力医療機関に持参し、接種を受けます
▼❶に該当する人には、9 月下旬に予診票を郵送します
▼❷に該当する人には、65 歳を迎える月の前月末に予診票を郵送します。ただし、65 歳

を迎えてからでないと接種することができませんので、ご注意ください
▼❸に該当する人には、9 月下旬に予診票を郵送します（なお、10 ～ 12 月に 60 歳を迎

える人には、60 歳を迎える月の前月末に予診票をお送りします。ただし、60 歳を迎え
てからでないと接種することができませんので、ご注意ください）

高齢者インフルエンザ予防接種



健康づくり課健康推進係（総合保健福祉会館内）☎888ー2940

あなたとあなたの大切な人のために

がん検診を受けましょう
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■国が死亡率を減少させる効果を認めて推奨しているのは次の 5 つのがん検診です
検診名 対象・

受診間隔 内容

大腸がん検診
40 歳以上の

男女
（年 1 回）

女性のがん死亡原因第1位。男性でも肺がん・胃がんに次いで死亡者数が多いがんです。
▼検査内容：便潜血検査（検便）

肺がん検診
死亡数が男女合わせて一番多いがんです。たばこだけが原因ではありません。
たばこを吸わなくても検診を受けましょう。

▼検査内容：胸のレントゲン撮影

胃がん検診 胃がんは 50 代以降に多いがんです。
▼検査内容：バリウムを飲んで胃のレントゲン撮影

乳がん検診
40 歳以上の

女性
（2 年に 1 回）

40 ～ 50 代女性のがん死亡原因第 1 位。女性の 9 人に 1 人が乳がんにか
かるといわれています。

▼検査内容：乳房のレントゲン撮影（マンモグラフィ検査）
※町では 40 歳以上の偶数年齢の人を対象にしています。また 30 代の人

は超音波検査が受けられます

子宮けいがん
検診

20 歳以上の
女性

（2 年に 1 回）

20 代後半から増えるがんです。早期発見・早期治療すれば、妊娠・出産にも
大きな影響はありません。

▼検査内容：子宮けい部の細胞診　※国では 2 年に 1 回の受診を推奨して
いますが、町では 1 年に 1 回検診が受けられます

※受診方法については、健康づくり課までお問い合わせください。
町ホームページ (http://www.town.ami.lg.jp/soshiki/20-5-0-0-0_4.html) にもがん検診に関
する情報を掲載しています

■日本人の 2 人に 1 人は生涯のうち 1 度はがんにかかるといわれています

■がんは進行すればするほど治りにくくなる病気です
▼早期にはほとんど自覚症状がないため、定期的に検診を受けて早期発見を心がけましょう
▼多くのがんは早期に発見・治療すればそのほとんどが治癒できるといわれています

■生活習慣に気をつけることで、将来がんになるリスクが半減するといわれています
誰もがすぐに取り組めるがん・生活習慣病予防の 5 つの項目（健康あみ 5 つのあいことば）の動画「みんなで取り組む
健康づくり」をぜひご覧ください。みんなで声をかけ合いながら健康的な生活習慣を身に付けましょう。
※「みんなで取り組む健康づくり」動画（http://www.town.ami.lg.jp/0000005822.html）

動画の DVD の貸し出しを希望される人は、健康づくり課までお問い合わせください

■がん検診の目的は早期のうちに「がん」を発見することです
がん検診の対象は健康な人です。検診では「がんがありそう（要精密検査）」「がんがなさそう（異常なし）」
ということを判定します。検診結果が「要精密検査」となった場合は、必ず精密検査を受けてください。
※検診では、がんでないのに「要精密検査」と判定される場合や、がんがあるのにそのがんが見つけられな

い場合もあります

がんについてがんについて

がん検診について



問い合わせ　生涯学習課スポーツ振興係（中央公民館内）☎888 ー 252617

▼日時 12 月 4 日（日）（荒天時中止。午前 7 時に態度決定）
▼受付：午前 8 時 50 分～ 9 時 20 分
▼開会式：9 時 30 分

▼場所 総合運動公園多目的広場
▼種目・競技順序

▼午前 10 時スタート： ❶小学生低学年男子 2km
　 ❷小学生低学年女子 2km

▼10 時 25 分スタート：❸小学生高学年男子 3km
❹小学生高学年女子 3km

▼10 時 50 分スタート：❺中学生女子 3km　
▼10 時 55 分スタート：❻中学生男子 5km
▼11 時　5 分スタート：❼一般男子 5km

❽一般女子 5km　
▼参加資格 ▼一般の部：町内または町に隣接する市町

村に在住・在勤・在学の高校生以上の人▼小・中学生の部：
町内在住・在学の人　※保護者の承認が必要

▼参加料 無料

▼表彰 各種目ごとに表彰
▼ 1 位～ 3 位 ：メダル・賞状
▼ 4 位～ 6 位 ：賞状（参加人数が少ない場合は記録証）
▼ 7 位～10 位：記録証（参加人数が少ない場合は表彰なし）
▼特別賞として最高齢者賞あり

▼申込期間 10 月 7 日（金）～ 21 日（金）
　（申込期間以外は受け付けない）
▼申込時間 午前 9 時～午後 5 時
▼申込方法 ▼生涯学習課（中央公民館内）▼君原・かす

み公民館▼本郷・舟島ふれあいセンター▼吉原交流セ
ンター▼うずら出張所に備え付けの申込用紙か、生涯
学習課ホームページから印刷した申込用紙で生涯学習
課（中央公民館内）の窓口に直接申し込む。

▼駐車場 駐車場の規制については申込用紙に記載しま
すのでご確認ください

▼その他 NPO 法人阿見アスリートクラブとの協働事業
で実施します

第43回阿見町マラソン大会

第 43 回阿見町マラソン大会コース図および大会に伴う交通規制
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町では『いきいき学びの町 AMI 生涯学習フェスティバル』として、10 月から
11 月にかけてさまざまな行事を開催します。皆さんぜひご来場ください。
なお、伝統芸能まつり・芸術展は、協議の結果中止となりました。
※期間中、毎週月曜日は休館となりますのでご注意ください
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町スポーツ協会事務局（中央公民館内）　☎888ー2526
スポーツ協会シンボルマーク町スポーツ協会ホームページ　http://www.town.ami.lg.jp/soshiki/14-4-0-0-0_1.html

●第 60 回町長杯野球大会
期 日 4月 17日（日）・24日（日）
場 所 町民球場

成 績

▽優勝：県立医療大学パピヨ
ンズ
▽準優勝：吉野筑波
▽第 3 位：ＭＣＡ・阿見ジャ
ンキーズ

●春季町民ソフトボール大会
期 日 5月 8日（日）
場 所 町民球場

成 績
▽優勝：ファーストエリア
▽準優勝：南平台ＳＣ
▽第 3 位：岡崎ＳＣ

●春季町民バレーボール大会
期 日 5月 15日（日）
場 所 町民体育館

成 績
▽優勝：阿見サンクラブ
▽準優勝：つくネ＆ミッキー
▽第 3 位：しらさぎ

●第 29 回阿見町民ゴルフ大会
期 日 6月 17日（金）
場 所 阿見ゴルフクラブ

成 績

▼男子の部
▽優勝：笹沼栄
▽準優勝：大野彰仁
▽第 3 位：瀬尾房雄
▼女子の部
▽優勝：上野千津美
▽準優勝：大浦友恵
▽第 3 位：渡部薫子
▼ベスグロ賞
▽男子：平岡和彦（グロス
72）

▽女子：上野千津美（グロス
73）

●第 27 回スポーツウエルネス吹矢
交流大会

期 日 5月 29日（日）
場 所 町民体育館

成 績

Ａクラス（三段以上）
▼男子の部
▽準優勝：波多野一美
▽第 3 位：松浦幸夫
▼女子の部
▽優勝：高橋智子
▽準優勝：坂下明子
▽第 3 位：飯田由岐子
Ｂクラス（二段以下）
▽優勝：鈴木義和
▽準優勝：中山あい子
▽第 3 位：鈴木琴美
Ｇ８クラス
▽優勝：泉徹

●阿見町中学生弓道大会
期 日 6月 18日（土）
場 所 阿見中学校弓道場

成 績

総合優勝
竹来中学校
団体戦
▽優勝：竹来中学校
▽準優勝：阿見中学校
▽第 3 位：朝日中学校
個人戦
▼男子
▽優勝：内田達（朝日中）
▽準優勝：前田翔太郎（竹来
中）

▽第 3 位：大川友綺（竹来中）
▼女子
▽優勝：小松澤実莉（竹来中）
▽準優勝：芝栞（竹来中）
▽第 3 位：飛田ゆきの（竹来中）
技能優秀賞
▼男子：奥田聖大（阿見中）
▼女子：胤森美希（竹来中）

●第 57 回阿見町民バドミントン大会
期 日 6月 26日（日）
場 所 町民体育館

成 績

▼男子複１部
▽優勝：塚原稜・松本多聞組
▽準優勝：平岡雄次・百武秀
剛組

▼男子複２部
▽優勝：塚田智也・谷島めぐみ
組

▽準優勝：桜井剛・道上梨緒奈
組

▽第 3 位：田中剛・関根篤輝
組、櫻井琢巳・草替健吾組

▼男子複３部
▽優勝：西島瑛・栗田和歩組
▽準優勝：池田旬・小沼蓮組
▼女子複１部
▽優勝：瀬尾珠理・宇田川真
美組

▼女子複 2 部
▽優勝：鈴木愛羅・森作知理
組

▼女子トリプルス
▽ 優 勝：鈴木恵美子・岩本
祐子・瀬尾由美子組

▽ 準 優 勝：鈴木眞江・川又
時子・布施敏江組

▽第 3 位：伊野美智子・五十
嵐真美・早野訓子組、萩谷
さよ子・山本佐智子・鈴木
京子組

各種大会の結果（敬称略）
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予科練平和記念館だより

予科練平和記念館☎891ー3344　開館時間：月曜日を除く午前9時～午後5時

予科練平和記念館ホームページ　http://www.yokaren-heiwa.jp/
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▼第 4 展示室：「飛翔」
第４展示室は、空に浮かぶ雲をイメージした展示室です。この展示室では

予科練を卒業した少年たちがどのような進路を進んだのか解説・展示してい
ます。
予科練を卒業した少年たち。予科練習生だった彼らは飛行練習生（通称：

飛練）へと進み、偵察や操縦など専修ごとの航空隊に分かれ、実際に飛行機
に乗り訓練することになります。彼らが訓練に使っていたのは、九三式中間
練習機という飛行機で、機体の色合いから「赤トンボ」と呼ばれていました。
彼らはこの九三式中間練習機に乗り、基礎から応用までさまざまな訓練を

行いました。そして、最終的には周りを見ずに計器のみで飛行できるように
なるまで訓練をしました。
それでは、ここで第４展示室の資料を１つ紹介します。それは「羽布（はふ）」

です。この羽布は九三式中間練習機に貼られていたとされているものです。
絹や麻で作られており、九三式中間練習機は機体にこの羽布を貼っていまし
た。九三式中間練習機の羽布が発見された例は少なく、大変貴重な資料です。
当時の色合いも残っており、九三式中間練習機が「赤トンボ」と呼ばれてい
た理由が分かるかと思います。
さて、忙しかった予科練習生たちにも休日はありました。予科練習生たち

は貴重な休日をどのように過ごしていたのでしょうか。また、地域の人々と
はどのような交流があったのでしょうか。次回はそういったさまざまな展示
が並ぶ第５展示室を紹介します。

予科練平和記念館の展示室紹介⑤『第 4 展示室』
『広報あみ』9月号通常版では、当館の第3展示室について紹介しました。
今回は「第4展示室」を紹介します。

学芸員のつぶやき
九三式中間練習機は昭和9（1934）年に制式採用されました。当初機体はシルバーでしたが練習機である
ことを周囲に知らせるため、のちにイエローオレンジ色に塗装され、「赤トンボ」と親しまれるようになりま
す。しかし、昭和19（1944）年には、目立たないように濃い緑色に塗られるようになりました。
最新の情報は予科練平和記念館ホームページや公式Twitter、Facebook 等でお知らせします。
▼ホームページ：https://www.yokaren-heiwa.jp
▼公式 Twitter：twitter.com/yokarenpmm
▼公式 Facebook：facebook.com/profile.php?id=100052365353925



AMI AMI

明治安田生命保険相互会社と
「健康増進に関する連携協定」締結

8 月 8 日、町は明治安田生命保険相互会社と「健
康増進に関する連携協定」を締結しました。

同社は県内 23 自治体と同様の連携協定を締結し
ており、「健康測定会」「セミナーの開催」など健康
分野における協働取組みを行っています。

今回の連携協定により、町の健康増進事業のさ
らなる推進を目指していきます。

8 月 9 日、県企業防衛対策協議会牛久地区推進
協議会（飯島邦昭会長：写真右、木村文弥副会長：
写真左）から、防犯カメラを 2 台寄贈していただき
ました。

寄贈いただいた防犯カメラは、町施設等で活用さ
せていただきます。

ありがとうございました。

県企業防衛対策協議会牛久地区推進協議会より
防犯カメラ 2 台寄贈

町内在住中学生
第 53 回全国中学校柔道大会出場
8 月 16 日、町内に在住している中学生の皆さん

が県民総合体育大会柔道競技のそれぞれの部門で優
勝し、全国中学校体育大会への出場を決め、町長へ
報告のため来庁されました。出場された部門は下記
の通りです。おめでとうございます。
▼中川由唯さん（写真左）：女子団体戦
▼緒方心夏さん（左から 2 人目）：女子個人戦 52kg 級
▼中山龍人さん（右から 2 人目）：男子個人戦 90kg 超級

8 月 23 日、第 25 回ヤングバレーボールクラブ
全国大会茨城県予選で優勝されたブリスクバレーボ
ールクラブの皆さんが町長を表敬訪問されました。

同クラブは、町内の学校施設で練習を行って
おり、近隣市町村の中学生が所属しています。また、
本大会を優勝されたことで、9 月に和歌山県で
開催された全国大会へ出場されました。

おめでとうございます。

ブリスクバレーボールクラブ
第 25 回ヤングバレーボールクラブ全国大会出場

まちのできごと

〈広告欄〉
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場
合
が
あ
り
ま
す
▼
体
験
会
で
の

写
真
を
活
用
し
て
動
画
を
作
成

し
、
S
N
S
等
に
公
開
す
る
予
定

で
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い

問
生
活
環
境
課
☎
8
8
8
ー

１
１
１
１
（
２
５
１
）

▼
期
日
11
月
13
日（
日
）

▼
時
間
午
前
8
時
30
分
出
発

▼
集
合
場
所
町
民
体
育
館
駐
車
場

▼
行
き
先
笠
間
芸
術
の
森
公
園

（
笠
間
市
笠
間
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

約
4
㎞

▼
募
集
人
数

32
人
（
参
加
者
は
抽

選
に
よ
り
決
定
）

▼
参
加
料
1
3
0
0
円

※
当
日

納
付

▼
申
込
方
法
左
記
の
抽
選
会
・
説

明
会
に
出
席
し
て
申
し
込
む

※
代
理
出
席
可
、
事
前
申
し
込
み

不
要

▼
抽
選
会・説
明
会
10
月
30
日（
日
）

午
後
1
時
20
分
か
ら
中
央
公
民
館

3
階
集
会
室
で
開
催
（
受
付
：
1

時
か
ら
）
※
抽
選
会
開
始
後
の

受
付
は
不
可

問
阿
見
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
☎
0
9

0
ー
6
4
8
9
ー
1
9
1
9

●
入
会
説
明
会
開
催

▼
期
日
10
月
4
日（
火
）

秋
風
を
感
じ
な
が
ら
霞
ヶ
浦
湖

岸
沿
い
で
自
然
体
験
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

釣
り
体
験
を
と
お
し
て
、
霞
ヶ
浦

の
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
水
質
に
つ
い

て
考
え
る
体
験
会
で
す
。

▼
期
日
10
月
30
日
（
日
）

▼
時
間
午
前
9
時
〜
正
午

▼
場
所
霞
ケ
浦
植
生
浄
化
施
設

（
美
浦
村
舟
子
）

▼
内
容
釣
り
ざ
お
を
使
っ
た
釣
り

体
験
（
１
組
に
つ
き
１
本
使
用
）・

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
観
察
・
水
質
浄

化
に
関
し
て
の
講
話

▼
対
象
町
内
在
住
の
人
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
が
同
伴
で
き
る

人
）

▼
募
集
人
数
10
組（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料
無
料

▼
申
込
方
法

10
月
21
日
（
金
）
ま

で
に
、
下
記
に
電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
む

※
後
日
、
案
内
通
知

を
お
送
り
し
ま
す

▼
そ
の
他

▼
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

（
で
き
れ
ば
長
袖
）・
長
靴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
▼
小
雨
決
行
・
荒
天

中
止
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
状
況
に
よ
り
中
止
に
な
る

▼
時
間
午
前
9
時
30
分
か
ら
1
時

間
程
度
（
5
分
前
ま
で
に
集

合
・
要
事
前
予
約
）

▼
場
所
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
総
合
保
健
福
祉
会
館
別
館
）

▼
対
象
同
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
（
入

会
承
認
制
）
※
特
に
女
性
で
施

設
清
掃
、
網
戸
・
障
子
貼
り
、
草

刈
り
、
草
取
り
、
植
木
の
手
入
れ

を
希
望
さ
れ
る
人
歓
迎

▼
申
込
方
法
左
記
に
電
話
で
申
し

込
む

●『
マ
イ
ホ
ー
ム
の
ミ
ニ
営
繕
』

引
き
受
け
ま
す

マ
イ
ホ
ー
ム
の
床
の
補
修
、
軽
易

な
大
工
仕
事
、
ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸

の
張
り
替
え
、
家
の
雑
役
、
庭
木
の

せ
ん
定
、
草
刈
り
、
草
取
り
な
ど
を

行
い
ま
す
。

問（
公
社
）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
8
ー
2
0
3
6

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
2
〜
3
機
に
よ
る

標
記
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▼
期
日
10
月
4
日（
火
）・5
日（
水
）、

18
日（
火
）・19
日（
水
）、
25
日（
火
）

〜
27
日（
木
）

▼
時
間
日
没
か
ら
約
3
時
間
以
内

（
各
機
2
時
間
基
準
）

問
陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校
霞
ヶ
浦
校

総
務
課
☎
8
4
2
ー

1
2
1
1

（
3
4
2
0
）

『
町
民
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』

参
加
者
募
集

10月 23日（日）に開催を予定していました行政事業のＰＲイベント「さわやかフェア2022」は、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止することとなりましたのでお知らせします。
なお、例年同時に開催していました町商工会「あみ商工まつり」は中止が決定し、県立医療大学
「創療祭」は10月 22日（土）のみの開催を予定しています。

問秘書広聴課☎888-1111（734）

「さわやかフェア 2022」開催中止について

『
秋
の
霞
ヶ
浦
自
然
体
験

会
』参
加
者
募
集

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら

陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
飛
行
場

夜
間
飛
行
訓
練
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▼
集
合
場
所
総
合
保
健
福
祉
会
館

『
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
行
き
先
道
の
駅
か
さ
ま
（
笠
間

市
手
越
）

▼
内
容
秋
の
栗
と
陶
芸
の
旅

▼
対
象
町
内
在
住
の
障
害
児（
者
）

と
保
護
者
・
ご
家
族

▼
募
集
人
数

40
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
抽
選
）

▼
申
込
期
日
10
月
14
日（
金
）ま
で

▼
申
込
方
法
左
記
に
電
話
で
申

し
込
む

※
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
係

☎
8
8
7
ー
0
0
8
4

当
消
防
本
部
の
救
急
出
場
態
勢
は
、

現
場
に
一
番
近
い
救
急
隊
が
直
ち
に

出
場
す
る
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て

お
り
、
救
急
隊
が
消
防
署
へ
戻
る
途

中
で
も
通
報
が
あ
れ
ば
そ
の
場
か
ら

出
場
し
て
い
ま
す
。

救
急
出
場
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ

る
な
か
で
、
今
後
さ
ら
に
多
数
出
場

が
重
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、
救
急
隊

が
消
防
署
に
戻
れ
な
い
た
め
、
水
分

補
給
や
ト
イ
レ
等
の
た
め
に
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
立
ち
寄
り
、

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
救

急
車
運
用
を
図
り
、
救
急
行
政
サ
ー

▼
期
日
11
月
3
日（
木
）文
化
の
日

▼
時
間
午
前
8
時
出
発
（
午
後
3

時
30
分
帰
着
予
定
）
※
小
雨
決
行

▼
集
合
場
所
中
央
公
民
館

▼
行
き
先
古
河
公
方
公
園
（
古
河

市
鴻
巣
）約
5
㎞

▼
対
象
町
内
在
住
の
18
歳
以
上

の
人

▼
募
集
人
数
30
人（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料
5
0
0
円
（
当
日
不
参

加
の
場
合
で
も
返
却
不
可
）

▼
申
込
期
間

10
月
22
日（
土
）・
23

日（
日
）の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
申
込
方
法
各
公
民
館
・
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
・
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

配
置
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
と
併
せ
て
左

記
に
直
接
申
し
込
む

▼
そ
の
他
バ
ス
の
座
席
は
申
し
込

み
順
に
大
型
バ
ス
（
前
列⇒

最
後

尾
）、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
前
列⇒

最
後
尾
）
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
状
況
に
よ
り
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
中
央
公
民
館
内
）
☎
8
8
8
ー

2
5
2
6

▼
期
日
10
月
29
日
（
土
）

▼
時
間
午
前
8
時
出
発
、
正
午
解

散
予
定

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

問
稲
敷
広
域
消
防
本
部
救
急
課

☎
0
2
9
7
ー
6
4
ー
3
8
4
6

毎
月
1
回
、
日
曜
日
に
行
政
書
士

に
よ
る
無
料
相
談
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

お
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ど
な
た
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
期
日
10
月
16
日（
日
）

▼
時
間
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※
ご
相
談
は
１
組
30
分
程
度

▼
場
所
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室
1

▼
相
談
内
容
相
続
、
遺
言
、
帰
化
、

外
国
人
の
在
留
資
格
、農
地
転
用
、

許
認
可
関
係
、
法
人
設
立
、
権
利

義
務
や
事
実
証
明
に
関
す
る
相

談
、
事
業
の
手
続
き
や
、
暮
ら
し

の
手
続
き
等

▼
申
込
方
法
予
約
不
要

問
県
行
政
書
士
会
☎
0
2
9
ー

3
0
5
ー
3
7
3
1

▼
期
日
11
月
20
日
〜
令
和
5
年
1

月
22
日
の
日
曜
日

※
12
月
25

日
・
1
月
1
日
を
除
く
全
8
回

▼
時
間
午
前
10
時
〜
午
後
4
時（
昼

休
み
1
時
間
）

▼
試
験
日
1
月
28
日
（
土
）

▼
場
所
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

ラ
ー
ク
・
ハ
イ
ツ
会
議
室
（
水
戸

市
八
幡
町
）

▼
対
象
母
子
家
庭
の
母
・
父
子
家
庭

の
父
・
寡
婦
（
全
日
程
出
席
で
き
、

今
後
就
労
を
希
望
す
る
人
）

▼
募
集
人
数
20
人
程
度

▼
受
講
料
無
料

※
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
3
0
0
0
円
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
加
入
代
2
2
4
円
は

個
人
負
担

▼
試
験
代
6
5
0
0
円

▼
申
込
期
限
10
月
14
日
（
金
）
※
必

着
と
な
り
ま
す

▼
申
込
方
法
申
込
用
紙
を
役
場

1
階
子
ど
も
家
庭
課
窓
口
で
入

手
ま
た
は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
郵
便
で
左

記
に
申
し
込
む

▼
そ
の
他

▼
2
歳
児
以
上
小
学
6

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
は
託
児

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
（
事

前
に
登
録
が
必
要
）▼
母
子
家
庭

等
と
な
っ
て
7
年
未
満
の
人
で

前
年
度
の
所
得
が
一
定
以
下
の

人
は
修
了
後
に
交
通
費
の
一
部

が
支
給
さ
れ
ま
す

問
〒
3
1
0
ー
0
0
6
5
水
戸
市
八

幡
町
1
1
ー
5
2
ラ
ー
ク
・
ハ
イ
ツ

内
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
母

子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
9
ー
2
2
1
ー
8
4
9
7

■
0
2
9
ー

2
2
1
ー

8
6
1
8

■https://w
w
w
.

ibaboren.or.jp

『
な
か
よ
し
広
場
』
参
加
者

募
集

救
急
隊
員
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
利
用
に
つ
い
て

母
子
家
庭
等
自
立
促
進
講
習
会

調
剤
薬
局
事
務
講
座
開
催

『
古
河
市
を
歩
こ
う
』参
加
者

募
集

『
行
政
書
士
無
料
相
談
会
』

開
催
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▼
分
別・仕
分
け

農
ポ
リ
・
農
P

O
・
農
サ
ク
ビ
・
肥
料
空
袋
ご
と
に

分
別
こ
ん
包
し
て
く
だ
さ
い

▼
そ
の
他
▽
土
砂
・
作
物
残
さ
・

木
片
・
金
属
片
な
ど
の
異
物
は
取
り

除
き
、
適
正
な
荷
姿
で
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
（
重
さ
10
㎏
程
度
と
し
、

農
ビ
は
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
、
農
ポ
リ

は
ポ
リ
の
ひ
も
で
縛
る
）▽
パ
レ
ッ

ト
で
の
持
ち
込
み
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

問
町
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適
正

処
理
推
進
協
議
会
▼
J
A
水
郷

つ
く
ば
阿
見
営
農
経
済
課
☎

8
8
9
ー
0
6
2
1
▼
農
業
振
興
課

☎
8
8
8
ー
1
1
1
1（
1
8
3
）

人
間
ド
ッ
ク
や
医
療
機
関
で
の
健

診
結
果
を
も
と
に
、
栄
養
士
・
保
健

師
が
個
別
相
談
を
し
ま
す
。

数
値
の
見
方
に
つ
い
て
や
、
数

値
改
善
の
た
め
の
食
事
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

▼
期
日

❶
10
月
19
日（
水
）❷
28

日（
金
）

▼
時
間

❶
▽
午
前
9
時
〜
11
時
45

分
▽
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
15
分

❷
午
前
9
時
〜
11
時
45
分

▼
場
所
総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
内
容
1
人
30
分
程
度
の
栄
養

士
・
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談

▼
参
加
料
無
料

●
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル

▼
期
日
10
月
27
日（
木
）

▼
時
間
午
前
8
時
〜
10
時

▼
場
所
J
A
水
郷
つ
く
ば
阿
見
営

農
経
済
課
（
旧
水
郷
つ
く
ば
農
協

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
）

▼
収
集
対
象
使
用
済
農
ビ
（
塩
化

ビ
ニ
ー
ル
）
の
み
。
※
対
象
外
の

も
の
は
回
収
し
ま
せ
ん
。
持
ち
帰

り
と
な
り
ま
す

▼
持
参
品
▽
県
農
業
用
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
処
理
協
会
登
録
料
：
1
0
0
0

円
▽
農
家
負
担
金
：
1
㎏
あ
た
り
57

円
（
当
日
計
量
）▽
印
鑑

●
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

▼
期
日
10
月
19
日（
水
）

▼
時
間
午
前
8
時
〜
10
時

▼
場
所
J
A
水
郷
つ
く
ば
阿
見
営

農
経
済
課
（
旧
水
郷
つ
く
ば
農
協

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
）

▼
収
集
対
象
使
用
済
農
ポ
リ（
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
）
の
み

※
対
象
外
の
も

の
は
収
集
し
ま
せ
ん
。
持
ち
帰
り

と
な
り
ま
す

▼
持
参
品
▽
県
農
業
用
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
処
理
協
会
登
録
料
：
1
0
0
0

円
▽
農
家
負
担
金
：
1
㎏
あ
た
り
57

円
（
当
日
計
量
）▽
印
鑑

▼
持
参
品
健
診
結
果
通
知
書

▼
申
込
方
法
実
施
日
の
2
日
前
ま

で
に
電
話
ま
た
は
左
記
に
来
館
に

て
申
し
込
む

※
土
・
日
・
祝
日
を

除
く

▼
そ
の
他
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、当
日
は
検
温
、

マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

問
健
康
づ
く
り
課（
総
合
保
健
福
祉

会
館
内
）☎
8
8
8
ー
2
9
4
0

▼
期
日
10
月
25
日
（
火
）

▼
時
間
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
2
階
講
座
室

▼
内
容
自
分
ら
し
く
生
活
す
る
た

め
の「
老
い
支
度
」
▼
元
気
で
長

生
き
10
カ
条
▼
未
来
ノ
ー
ト
を
書

こ
う

▼
講
師
あ
み・男
女
（
ひ
と
）・ま
ち・

ね
っ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
対
象
町
在
住
、
在
勤
の
人

▼
募
集
人
数
30
人

▼
参
加
料
無
料

▼
持
参
品
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法

10
月
21
日
（
金
）
ま

で
に
、
下
記
に
直
接
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
む
。

※
メ
ー

ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
参
加
動
機
を
記
入

▼
そ
の
他
検
温
実
施
・
マ
ス
ク
着

用
で
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
人
の
参
加
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
な
お
、
情
勢

に
よ
り
開
催
変
更
時
は
申
込
者
へ

個
別
に
連
絡
し
ま
す

問
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
8
8
7
ー
8
1
2
4

Ehoukatsu@
am
ishakyo.or.jp

医
療・
福
祉
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

医
療・介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
、
費

用
・
保
険
料
負
担
で
困
っ
て
い
る
こ

と
、
負
担
軽
減
策
な
ど
に
つ
い
て
の

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

制
度
を
よ
く
知
れ
ば
負
担
が
軽
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
11
月
12
日（
土
）

▼
時
間
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分

▼
参
加
料
無
料

▼
相
談
内
容

▼
税
金
や
保
険
料

が
高
く
て
払
え
な
い
▼
医
療
費

の
負
担
が
心
配
で
受
診
で
き
な

い
▼
生
活
保
護
を
受
け
た
い

▼
退
院
を
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

行
き
先
が
な
い
▼
医
療
や
介
護

の
負
担
が
大
変
。
減
免
は
な
い

の
か
▼
障
害
者
手
帳
取
得
で
使

え
る
サ
ー
ビ
ス
が
知
り
た
い

▼
希
望
す
る
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
▼
保
険

証
が
な
い
等

問
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

☎
▼
0
2
9
ー
2
2
8
ー
0
6
0
0

▼
0
2
9
ー
2
2
8
ー
0
6
0
2
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使
用
済
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル・

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
収
集

『
老
い
支
度
』参
加
者
募
集

『
健
診
結
果
説
明
会
』開
催

国
保・医
療・介
護
な
ん
で
も

電
話
相
談
室



AMI AMI

▼
期
日
11
月
5
日（
土
）

▼
時
間
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
中
央
公
民
館
3
階
集
会
室

▼
内
容
『
情
報
を
正
し
く
読
み
解

く
力
を
つ
け
よ
う
〜
く
ら
し
に

役
立
つ
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

〜
』

▼
講
師
茨
城
新
聞
社
Ｎ
Ｉ
Ｅ
事

務
局

▼
募
集
人
数
30
人
（
応
募
多
数
の

場
合
抽
選
）

▼
参
加
料
無
料

▼
申
込
方
法

10
月
20
日（
木
）
ま

で
に
左
記
に
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

※
申
し
込
み
の
際
は
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
８
９
６
ー

３
１
８
１

※
月
曜・

祝
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

Edanjokyodosankakucenter
@
tow
n.am

i.lg.jp

航
空
装
備
研
究
所
土
浦
支
所
に
お

い
て
次
の
と
お
り
燃
焼
試
験
を
行
う

際
に
、
燃
焼
音
お
よ
び
燃
焼
煙
等
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
期
間

10
月
7
日（
金
）〜
26
日

（
水
）の
全
12
回

※
土
・
日
・
祝
日

を
除
く

▼
場
所
防
衛
装
備
庁
航
空
装
備

研
究
所
土
浦
支
所
試
験
室

▼
燃
焼
音
等
中
程
度（
支
所
境
界
）

問
防
衛
装
備
庁
航
空
装
備
研
究
所

土
浦
支
所
☎
8
8
7
ー

1
1
6
8

（
2
0
0
）

県
で
は
、
独
身
者
の
結
婚
を
支
援

す
る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
出
会
い

の
相
談
や
仲
介
等
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
っ
て
い
た
だ
く「
マ
リ
ッ
ジ
サ

ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

結
婚
支
援
に
関
心
の
あ
る
人
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
10
月
3
日（
月
）
〜
31

日（
月
）

▼
申
込
方
法
左
記
に
電
話
で
申
し

込
む

問
県
少
子
化
対
策
課
☎
0
2
9
ー

3
0
1
ー
3
2
6
1

霞
ヶ
浦
駐
屯
地
内
に
て
空
包
を
使

用
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▼
期
日

10
月
29
日（
土
）・
11
月
11

日（
金
）

▼
時
間
午
後
1
時
〜
5
時

▼
場
所
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯

地
内
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
内
容
空
包
を
用
い
た
射
撃
（
各

日
、
空
包
約
４
５
０
発
予
定
）

問
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地
広
報

班
☎
８
４
２
ー

１
２
１
１

（
２
２
１
８
）

結
婚
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア『
マ

リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
』募
集
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〈広告欄〉

航
空
装
備
研
究
所
土
浦
支
所

燃
焼
試
験

民
法
改
正
に
よ
り
令
和
4
年
4
月

1
日
か
ら
成
人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
町
で
は
成
人
式
の

式
典
名
称
を
『
二
十
歳
の
つ
ど
い
』

と
変
更
し
て
行
い
ま
す
。
法
改
正

後
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
20
歳
と

な
る
人
を
対
象
に
式
典
を
実
施
し

ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
令
和
5
年
1
月
8
日（
日
）

▼
場
所
町
民
体
育
館

問
生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
8
8
8
ー

2
5
2
6

■
8
8
8
ー

0
0
3
2

■https://w
w
w
.

t
o
w
n
.
a
m
i
.

lg.jp/00000066
29.htm

l

私
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ

ィ
ア
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
ま

す
。
誤
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
1

人
ひ
と
り
が
情
報
を
吟
味
し
、
取

捨
選
択
す
る
力
を
高
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
私
た
ち
が
情
報
と
ど

う
向
き
合
っ
た
ら
い
い
の
か
、
情

報
発
信
の
専
門
家
に
お
話
を
伺
い

ま
す
。

『
町
成
人
式
』
名
称
変
更
の

お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

講
座
開
催

陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地

空
包
射
撃
訓
練



公共機関電話番号
うずら出張所
☎ 841 ー 1167
健康づくり課
☎ 888 ー 2940
地域子育て支援センター
☎ 891 ー 2772
霞クリーンセンター
☎ 889 ー 0091
上下水道課
☎ 889 ー 5151
町民活動センター
☎ 888 ー 2051
町男女共同参画センター
☎ 896 ー 3181
福祉センターまほろば
☎ 887 ー 3969
消費生活センター
☎ 888 ー 1871
学校教育課
☎ 888ー 0220
中央公民館
☎ 888 ー 2526
君原公民館
☎ 889 ー 1363
かすみ公民館
☎ 888 ー 8111

本郷ふれあいセンター
☎ 830 ー 5100
舟島ふれあいセンター
☎ 840 ー 2761
吉原交流センター
☎ 889 ー 0277
図書館
☎ 887 ー 6331
予科練平和記念館
☎ 891 ー 3344
総合運動公園
☎ 889 ー 2788
教育相談センター
☎ 888 ー 1225
阿見消防署
☎ 887ー 0119
火災情報案内
☎ 0297 ー 64 ー 0119
町民ダイヤル
☎ 887 ー 6600
牛久警察署
☎ 871 ー 0110
牛久警察署 阿見地区交番
☎ 888 ー 0110

10月
町・県民税（3 期）
国民健康保険税（4 期）
後期高齢者医療保険料（4 期）
介護保険料（4 期）

納期限 10 月 31 日（月）

11月
国民健康保険税（5 期）
後期高齢者医療保険料（5 期）
介護保険料（5 期）

納期限 11 月 30 日（水）

10 月・11月の納税

阿見消防署管内調べ
出場件数 269 件（1657）

※救急車の適正な利用を
　お願いします

急　　病 202 件（1148）
交通事故 8 件（ 95）
一般負傷 33 件（199）
そ の 他 26 件（215）
合　　計 269 件（1657）

救急車出動状況：8月

広報あ
み

10
2022
N
o.739

発
行
・
編
集

阿
見
町
　広
報
戦
略
室

〒
300

ー0392　茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町
中
央
一
丁
目
1番
１
号

☎
029

ー888
ー1111（

代
表
）　FAX　029

ー887
ー9560

HPhttps://www.town.am
i.lg.jp/

定例相談
人権・行政相談
日　　時 10 月 6 日（木） 午前 10 時～午後 3 時
場　　所 役場 3 階 301 会議室
問い合わせ 人権相談：社会福祉課☎ 888ー 1111

行政相談：総務課☎ 888 ー 1111
子育て相談
電話・来所相談 月～金曜日 午前 9 時～午後 4 時
場　　所 中郷保育所内
訪問相談 随時受付
問い合わせ 地域子育て支援センター☎ 891ー 2772
教育相談
日　　時 月～金曜日 午前 9 時～午後 5 時
場　　所 図書館となり
問い合わせ 教育相談センター（やすらぎの園）☎ 888ー1225
心配ごと相談
日　　時 水曜日 午後 1 時～ 4 時
弁護士相談 月 1 回午後 1 時～ 3 時 30 分 ※弁護士相

談は毎週水曜日の心配ごと相談で予約
場　　所 総合保健福祉会館『さわやかセンター』相談室
問い合わせ 町社会福祉協議会☎ 887ー 0084
高齢者総合相談
日　　時 月～金曜日 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
場　　所 町社会福祉協議会内
問い合わせ 町地域包括支援センター☎ 887ー8124
消費者相談
日　　時 月～金曜日 午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時
場　　所 役場 1 階町消費生活センタ−
問い合わせ 町消費生活センタ−☎ 888ー1871
交通事故相談
期　　日 月・水～金曜日（火曜日は閉庁）
時　　間 午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時 45 分
弁護士相談 第 3 水曜日　午後 1 時～ 4 時　※要予約
場　　所 県土浦合同庁舎
問い合わせ 県南地方交通事故相談所☎ 823ー 1123

▼公共施設
▽ 役 場 1 階 正 面 玄 関・ロ ビ ー ▽ 役 場 2 階 秘 書 広 聴 課
▽うずら出張所▽総合保健福祉会館『さわやかセンター』
▽中央・かすみ・君原公民館▽本郷・舟島ふれあいセンター▽
吉原交流センター▽予科練平和記念館▽町民活動センター

▼その他の施設
▽町内の郵便局▽町内常陽銀行各支店▽筑波銀行各支店
▽水戸信用金庫阿見支店▽茨城県信用組合阿見支店
▽カスミフードスクエア阿見店・荒川本郷店▽スーパー
タイヨー阿見店▽ランドロームフードマーケット阿見店

広報あみ配布施設

午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
（土・日・祝日・年末年始を除く）
※休日開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）

役場開庁時間




